
３
つ
の
拠
点
地
区
が
形
成
す
る 

新
時
代
の
盛
岡
市

　
「
み
ち
の
く
の
小
京
都
」「
杜
と
水
の
都
」と
も
称
さ

れ
る
盛
岡
市
の
中
心
市
街
地
は
、
東
北
新
幹
線
停
車

駅
・
Ｊ
Ｒ
盛
岡
駅
の
東
側
を
流
れ
る
北
上
川
対
岸
東

方
面
に
開
け
て
い
る
。
盛
岡
市
は
典
型
的
な
内
陸
型

の
都
市
だ
が
、
北
上
山
地
を
隔
て
て
三
陸
沿
岸
の
宮

古
市
に
も
隣
接
し
て
い
る
（
盛
岡
の
中
心
市
街
地
か

ら
宮
古
沿
岸
部
ま
で
の
直
線
距
離
は
約
90
㎞
）。
そ

の
北
上
山
地
を
源
流
と
す
る
中
津
川
は
盛
岡
市
の

中
心
市
街
地
を
縦
断
し
、
盛
岡
城
跡
公
園
（
岩
手
公

園
）
付
近
で
北
上
川
に
合
流
す
る
。
中
津
川
は
夏
に

は
鮎
釣
り
で
に
ぎ
わ
い
、
秋
に
は
北
上
川
河
口
か
ら

２
０
０
㎞
を
旅
し
て
き
た
鮭
が
産
卵
の
た
め
遡そ
じ
ょ
う上

す

る「
ま
ち
な
か
の
清
流
」と
し
て
平
成
の
名
水
百
選
に

も
選
ば
れ
て
い
る
。

　

中
津
川
・
北
上
川
の
合
流
部
に
は
、
岩
手
・
秋
田

の
県
境
を
な
す
秋
田
駒
ヶ
岳
を
発
し
て
盛
岡
駅
西

口
に
達
す
る
雫
石
川
も
合
流
し
て
い
る
。
３
本
の
１

級
河
川
が
地
味
豊
か
で
広
大
な
低
地
帯
を
形
成
し
つ

つ
、
市
の
玄
関
口
の
す
ぐ
横
で
合
流
す
る
。
ま
さ
に

杜
と
水
の
都
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。

　

そ
う
し
た
環
境
を
背
景
に
長
年
掛
け
て
育
ま
れ
て

き
た
盛
岡
の
町
並
み
は
美
し
い
。
特
に
中
津
川
両
岸

に
広
が
る
旧
城
下
町（
旧
盛
岡
藩
）地
区
に
は
、
盛
岡

城
跡
公
園
を
中
心
に
、
江
戸
時
代
か
ら
続
く
商
家
、

明
治
・
大
正
時
代
に
建
て
ら
れ
た
土
蔵
、
レ
ン
ガ
造

り
の
銀
行
、
民
家
・
番
屋
な
ど
各
種
の
レ
ト
ロ
な
建

物
が
今
も
現
役
の
ま
ち
の
風
景
と
し
て
脈
々
と
息
づ

い
て
お
り
、
石
川
啄
木
や
宮
沢
賢
治
に
ゆ
か
り
の
観

光
資
源
な
ど
と
と
も
に
、
年
間
を
通
し
て
多
く
の
観

光
客
を
引
き
付
け
る
要
因
と
な
っ
て
い
る
。

　

盛
岡
市
は
明
治
22
年
の
市
制
町
村
制
施
行
に
伴
い

誕
生
し
た
全
国
39
の
市
の
一
つ
。
つ
ま
り
わ
が
国
で

最
も
古
い
市
の
一
つ
で
、
今
年
は
市
制
１
２
５
周
年

の
節
目
に
当
た
る
。
人
口
約
30
万
人
の
北
東
北
の
中

核
都
市（
平
成
20
年
に
中
核
市
へ
移
行
）と
し
て
、
岩

手
全
県
の
人
口
約
１
２
８
万
５
０
０
０
人
の
37
％
強

に
当
た
る
圏
域

人
口
約
48
万
人
を
抱
え
る
盛

岡
広
域
圏
（
８
市
町
）
の
中
心
市
と

し
て
、
大
き
な
存
在
感
を
放
っ
て
い
る
と
い
え
る
。

　

し
か
し
、
そ
の
旧
城
下
町
地
区
の
完
成
さ
れ
た
町

並
み
は
、
北
東
北
の
中
核
都
市
、
広
域
圏
の
中
心

市
と
し
て
の
役
割
を
多
角
的
に
担
う
た
め
の
新
た
な

都
市
的
集
積
を
構
築
す
る
に
は
不
向
き
で
、
昭
和
の

こ
ろ
か
ら
新
都
心
建
設
の
必
要
性
が
論
議
さ
れ
て
い

た
。
そ
う
し
た
背
景
の
下
、
盛
岡
市
が
施
行
主
体
と

し
て
実
施
し
た
盛
岡
駅
西
口
地
区
（
旧
国
鉄
盛
岡
工

場
跡
地
お
よ
び
周
辺
35
・
６
ha
）
開
発
計
画
は
、
平

（岩手県）

市 政 ル ポ 盛
も り お か

岡市

３
つ
の
個
性
的
な
拠
点
を
基
に

果
敢
な
ま
ち
づ
く
り
を
展
開

谷
たにふじ

藤裕
ひろあき

明
盛岡市長
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成
３
年
度
の
都
市
計
画
決
定
を
皮
切
り
に
着
々
と
進

め
ら
れ
て
き
た
。

　

ハ
ー
ド
面
に
お
け
る
実
質
的
施
行
期
間
は
平
成
５
年

度
〜
23
年
度
ま
で
で
、
西
口
地
区
の
建
設
事
業
は
ほ
ぼ

完
成
し
た
と
い
っ
て
い
い
だ
ろ
う
。

　

併
せ
て
盛
岡
駅
西
口
地
区
と
雫
石
川
を
挟
ん
で
対

岸
に
位
置
す
る
盛
岡
南
地
区
で
は
、
平
成
２
年
度

か
ら
独
立
行
政
法
人
都
市
再
生
機
構
が
推
進
す
る
土

地
区
画
整
理
事
業「
盛
岡
南
新
都
市（
盛
岡
南
地
区
）」

（
約
３
１
３
・
５
ha
）
が
進
め
ら
れ
、
平
成
25
年
度
で

や
は
り
事
業
の
大
枠
が
完
了
し
た
。

　

盛
岡
南
地
区
は
主
に
流
通
大
手
各
社
が
運
営
す
る

大
型
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
施
設
、
各
種
の
博
物
館
・
美
術

館
施
設
、
学
校
、
各
種
研
究
機
関
、
住
宅
地
な
ど
に

よ
る
新
市
街
地
が
形
成
さ
れ
て
い
る
。
既
存
の
中
心

市
街
地
と
盛
岡
南
地
区
の
間
に
あ
る
盛
岡
駅
西
口
地

区
は
、
盛
岡
市
の
新
た
な
玄
関
口
で
あ
り
、
地
上
20

階
建
て
の
シ
ン
ボ
ル
タ
ワ
ー
ビ
ル
「
マ
リ
オ
ス
」
を
中

心
に
、
職
・
住
・
遊
が
一
体
と
な
っ
た
駅
近
の
魅
力

あ
る
都
市
空
間
が
形
成
さ
れ
て
い
る
。
西
口
地
区
で

は
同
時
に
、
下
水
道
や
変
電
所
の
廃
熱
を
熱
源
と
す

る
地
域
冷
暖
房
シ
ス
テ
ム（
マ
リ
オ
ス
内
に
熱
供
給
セ

ン
タ
ー
を
配
置
）を
備
え
る
な
ど
、
エ
コ
シ
テ
ィ
と
し

て
の
先
進
的
な
取
り
組
み
も
各
種
実
施
さ
れ
て
い
る
。

　

西
口
地
区
・
盛
岡
南
地
区
の
開
発
事
業
は
「
盛
岡

城
築
城
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
以
来
の
大
規
模
な
都
市

開
発
」
事
業
と
も
評
さ
れ
て
い
る
。
実
際
、
こ
れ
だ

け
の
規
模
の
開
発
が
ほ
ぼ
同
時
進
行
し
、
共
に
完
成

新都心の役割をもつ盛岡駅西口地区（中央のビルは20階建てのマリオス）

北上川越しに遠望する冠雪の岩手山は盛岡市を象徴する風景（冬）

旧城下町の街並みを四季折々に彩るハンギングバスケット 旧城下町には登録文化財が目白押し（旧消防署＝紺屋町番屋）
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に
至
っ
た
と
い
う
事
実
は
、
先
人
に

よ
る
着
手
ま
で
の
長
い
前
史
と
併

せ
、「
盛
岡
城
築
城
以
来
」の
評
に
ふ

さ
わ
し
い
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
い
え
る

だ
ろ
う
。

新
た
な
広
域
連
携
モ
デ
ル
と 

Ｉ
Ｌ
Ｃ
誘
致
へ
の
動
き

　
「
旧
城
下
町
地
区
に
西
口
地
区
、
そ
し
て
盛
岡
南

地
区
と
、
盛
岡
市
は
こ
れ
で
個
性
の
違
う
３
つ
の
拠

点
を
持
つ
都
市
と
な
っ
た
わ
け
で
す
。
盛
岡
市
は
平

成
18
年
に
中
山
間
地
の
多
い
玉
山
村
と
合
併
し
て
、

面
積
が
ほ
ぼ
倍
増
し
た
た
め
、
開
発
が
可
能
な
空
閑

地
は
ま
だ
豊
富
に
あ
り
ま
す
。
今
後
は
さ
ら
に
北
東

北
の
中
核
都
市
、
ま
た
盛
岡
広
域
圏
の
中
心
市
に
ふ

さ
わ
し
い
、
よ
り
大
型
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
受
け
入

れ
も
十
分
に
可
能
に
な
っ
た
と
考
え
て
お
り
ま
す
」

　

そ
う
語
る
の
は
谷
藤
裕
明
・
盛
岡
市
長
だ
。
谷
藤

市
長
は
平
成
15
年
の
市
長
就
任
以
来
、
危
機
的
状
況

に
あ
っ
た
市
財
政
の
再
建
の
た
め
、
積
極
的
な
行
財

政
改
革
を
断
行
し
、
着
実
に
成
果
を
挙
げ
て
き
た
。

一
方
で
広
域
合
併
も
視
野
に
入
れ
た
50
万
人
都
市
構

想
を
提
唱
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
観
点
か
ら
そ
の
実
現
を

模
索
し
て
き
た
こ
と
で
も
知
ら
れ
て
い
る
。
合
併
構

想
の
今
後
に
つ
い
て
は
と
も
か
く
、
盛
岡
市
は
今
年

５
月
、
将
来
的
に
地
方
中
枢
拠
点
都
市
と
な
る
こ
と

を
視
野
に
入
れ
た
新
た
な
広
域
連
携
モ
デ
ル
構
築
事

業（
総
務
省
委
託
事
業
）に
も
、
広
域
７
市
町
の
了
承

を
得
た
上
で
応
募
し
て
い
る
。
前
述
し
た
よ
う
に
盛

岡
広
域
圏（
総
人
口
約
48
万
人
）に
お
い
て
、
盛
岡
市

の
３
つ
の
拠
点
を
持
つ
都
市
構
造
は
既
に
「
広
域
圏

全
体
の
中
心
市
街
地
」
と
し
て
の
実
力
を
十
分
に
備

え
て
い
る
。
そ
う
し
た
観
点
か
ら
も
、
こ
の
新
た
な

広
域
連
携
モ
デ
ル
の
構
築
に
向
け
た
今
後
の
推
移
は

大
い
に
注
目
さ
れ
る
と
こ
ろ
だ
。

　

折
し
も
昨
年
８
月
に
は
、「
次
世
代
加
速
器
（
国
際

リ
ニ
ア
コ
ラ
イ
ダ
ー
＝
Ｉ
Ｌ
Ｃ
）
の
候
補
地
が
北
上

山
地
に
決
定
」
と
い
う
、
世
界
的
に
注
目
度
の
高
い

ビ
ッ
グ
ニ
ュ
ー
ス
が
マ
ス
コ
ミ
を
に
ぎ
わ
せ
た
。

　

盛
岡
市
が
広
域
７
市
町
の
了
承
を
得
て
応
募
し
た

総
務
省
の
新
た
な
広
域
連
携
モ
デ
ル
構
築
事
業
の
主

要
目
的
に
は
、
圏
域
全
体
の
経
済
成
長
の
け
ん
引
の

ほ
か
、
高
次
の
都
市
機
能
の
集
積
、
圏
域
全
体
の
生

活
関
連
機
能
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
て

い
る
が
、
具
体
的
な
事
業
と
し
て
は
、
圏
域
内
の
救

急
医
療
体
制
の
再
整
備
、
Ｉ
Ｔ
産
業
の
育
成
な
ど
と

と
も
に
、
こ
の
Ｉ
Ｌ
Ｃ
誘
致
を
見
込
ん
だ
人
材
育
成

事
業
な
ど
も
含
ま
れ
て
い
る
。

　
「
Ｉ
Ｌ
Ｃ
の
候
補
地
が
北
上
山
地
に
決
定
さ
れ
た

の
は
、
30
㎞
も
の
延
長
距
離
が
必
要
な
実
験
施
設
を

造
る
の
に
、
強
固
な
花
崗
岩
が
50
㎞
以
上
連
続
し
て

分
布
し
、
し
か
も
活
断
層
の
な
い
北
上
山
地
が
世
界

的
に
見
て
も
一
番
適
し
て
い
る
か
ら
だ
と
お
聞
き
し

て
い
ま
す
。
同
時
に
日
本
に
は
90
年
代
か
ら
Ｉ
Ｌ
Ｃ

の
分
野
で
世
界
を
リ
ー
ド
し
て
き
た
、
優
れ
た
研
究

者
や
研
究
機
関
が
多
い
こ
と
も
、
要
因
の
一
つ
だ
と

思
わ
れ
ま
す
。
Ｉ
Ｌ
Ｃ
の
実
験
施
設
が
北
上
山
地
に

で
き
る
と
い
う
こ
と
は
、
世
界
中
の
科
学
者
、
技
術

者
が
集
ま
り
、
関
連
研
究
機
関
の
集
中
で
き
る
新
拠

点
が
必
要
に
な
る
と
い
う
こ
と
で
も
あ
り
ま
す
。
実

験
施
設
お
よ
び
研
究
拠
点
は
、
岩
手
県
南
部
が
想
定

さ
れ
て
い
ま
す
が
、
盛
岡
広
域
圏
に
お
い
て
も
、
科

学
者
や
技
術
者
の
受
入
れ
、
関
連
産
業
の
誘
致
な
ど
、

今
後
の
圏
域
の
ま
ち
づ
く
り
に
計
り
知
れ
な
い
好
影

響
が
、
多
角
的
に
現
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
期
待
し

市民病院に親しんでもらうべく毎年開催の「市民病院デー」は市民に大好評
（今年で7回目）

市内をゆかた姿で歩くと多彩な特典が受けられ
る「ゆかたのまち盛岡」キャンペーンを今年初め
て実施（7/19〜8/16、写真は市職員）
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盛岡市　市 政 ル ポ

（岩手県）

て
い
ま
す
」（
谷
藤
市
長
）

　

盛
岡
市
で
は
、
Ｉ
Ｌ
Ｃ
誘
致
推
進
の
た
め
、
関
係

各
課
の
人
材
を
集
め
た
国
際
リ
ニ
ア
コ
ラ
イ
ダ
ー

推
進
事
務
局
を
今
年
４
月
に
発
足
さ
せ
た
。
Ｉ
Ｌ
Ｃ

お
よ
び
付
随
す
る
各
種
事
業
の
誘
致
に
関
し
て
は
、

盛
岡
市（
盛
岡
広
域
圏
）に
限
ら
ず
、
北
上
山
地
に
近

い
東
北
地
方
の
有
力
都
市
は
皆
そ
れ
を
視
野
に
入

れ
、
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を
講
じ
よ
う
と
し
て
い

る
。
そ
う
し
た
状
況
下
、
３
つ
の
異
な
る
個
性
の
拠

点
が
揃
っ
た
盛
岡
市
が
そ
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
駆

使
し
な
が
ら
、
広
域
圏
を
舞
台
に
Ｉ
Ｌ
Ｃ
に
関
す
る

各
種
誘
致
活
動
な
ど
、
地
方
中
枢
拠
点
都
市
を
目
指

す
立
場
の
都
市
と
し
て
今
後
ど
の
よ
う
に
ダ
イ
ナ

ミ
ッ
ク
な
動
き
を
見
せ
て
い
く
の
か
、
興
味
が
尽
き

な
い
。

地
域
資
源
を
活
用
し
た 

観
光
・
物
産
の
振
興

　

都
市
化
の
進
ん
だ
個
性
の
違
う
３
つ
の
拠
点
地
区

と
と
も
に
、
味
わ
い
の
あ
る
つ
な
ぎ
温
泉
、
広
大
で

牧
歌
的
な
雰
囲
気
の
中
山
間
地（
玉
山
地
区
）な
ど
を

備
え
た
盛
岡
市
の
環
境
は
、
都
市
観
光
の
コ
ン
テ
ン

ツ
に
も
事
欠
か
な
い
。
さ
ら
に
今
年
の
７
月
28
日
、

鉈
屋
町
に
オ
ー
プ
ン
し
た
「
も
り
お
か
町
家
物
語
館
」

は
、
盛
岡
市
の
都
市
観
光
に
加
わ
る
新
た
な
コ
ン
テ

ン
ツ
と
し
て
注
目
さ
れ
る
。

　

同
館
は
旧
岩
手
川
鉈
屋
町
工
場
跡
地
を
活
用
し
、

江
戸
末
期
か
ら
昭
和
初
期
に
建
て
ら
れ
た
４
つ
の
建

物
（
江
戸
時
代
の
浜
藤
の
酒
蔵
、
盛
岡
町
家
づ
く
り

の
母
屋
、
昭
和
初
期
の
土
蔵
を
活
用
し
た
文
庫
蔵
、

大
正
時
代
の
酒
蔵
の
大
正
蔵
）
を
改
修
し
た
観
光
交

流
拠
点
施
設
だ
。
盛
岡
の
歴
史
的
な
町
家
の
暮
ら
し
、

文
化
、
鉈
屋
町
を
含
む
大
慈
寺
地
区
の
暮
ら
し
な
ど

を
紹
介
す
る
展
示
の
ほ
か
、
イ
ベ
ン
ト
ス
ペ
ー
ス（
浜

藤
の
酒
蔵
）と
し
て
の
活
用
も
で
き
る
。

　

鉈
屋
町
を
含
む
大
慈
寺
地
区
（
大
慈
寺
を
は
じ
め
、

旧
盛
岡
藩
時
代
の
南
の
寺
院
群
が
立
地
）
は
、
前
述

し
た
中
津
川
・
雫
石
川
が
北
上
川
に
合
流
す
る
地
点

よ
り
少
し
下
流
、
中
心
市
街
地
か
ら
見
れ
ば
盛
岡
城

と
は
中
津
川
を
挟
ん
だ
対
岸
に
位
置
し
て
い
る
。
北

上
川
の
舟
運
が
盛
ん
だ
っ
た
時
代
（
江
戸
時
代
か
ら

昭
和
初
期
）に
大
い
に
栄
え
た
地
区
で
も
あ
る
。

　
「
も
り
お
か
町
家
物
語
館
」
は
そ
の
歴
史
を
今
に
伝

え
る
施
設
だ
。
同
時
に
周
辺
一
帯
の
町
並
み
が
全
体

大慈寺前の共同井戸（青龍水）から鉈屋町の街なかに引かれ、今も生活用水として
使われている大慈清水（平成名水百選）

地域の交流拠点として、新たな観光交流拠点として期待される「もりおか町家
物語館」（工事中の写真）

旧岩手県立図書館を活用した街なか観光拠点施設「もりおか歴史文化館」（展示は
「チャグチャグ馬コ」）
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的
に
昭
和
レ
ト
ロ
の
雰
囲
気
に
満
ち
て
い
る
割
に
、

こ
れ
ま
で
観
光
ス
ポ
ッ
ト
と
し
て
注
目
さ
れ
て
こ
な

か
っ
た
地
域
で
も
あ
る
。
し
か
し「
も
り
お
か
町
家
物

語
館
」
が
で
き
た
こ
と
で
、
盛
岡
駅
東
口
か
ら
北
上

川
を
渡
っ
て
旧
城
下
町
地
区
へ
、
旧
城
下
町
か
ら
中

津
川
を
渡
っ
て
大
慈
寺
地
区（
鉈
屋
町
）へ
、
大
慈
寺

地
区
か
ら
北
上
川
を
渡
っ
て
盛
岡
南
地
区
へ
、
盛
岡

南
地
区
か
ら
雫
石
川
を
渡
っ
て
盛
岡
駅
西
口
地
区
に

至
る
と
い
う
コ
ー
ス
が
成
立
す
る
。
そ
の
プ
ロ
セ
ス

に
は「
も
り
お
か
歴
史
文
化
館
」を
は
じ
め
数
多
く
の

歴
史
博
物
館
、
美
術
館
、
登
録
文
化
財
が
あ
り
、
石

川
啄
木
や
宮
沢
賢
治

ゆ
か
り
の
文
化
財
も

点
在
す
る
。
盛
岡
の

ま
ち
の
暮
ら
し
の
歴

史
と
と
も
に
、
杜
と

水
の
都
の
雰
囲
気
を

満
喫
し
、
現
代
の
盛

岡
市
の
顔
で
あ
る
３

つ
の
拠
点
地
区
す
べ

て
も
踏
破
で
き
る
。

非
常
に
ド
ラ
マ
チ
ッ

ク
な
街
歩
き
の
循
環

コ
ー
ス
と
い
え
る
。

　
「
盛
岡
市
は
ま
た

北
東
北
全
域
を
エ
リ

ア
と
す
る
広
域
観
光

の
拠
点
で
も
あ
り
ま

す
。
宮
沢
賢
治
の
故
郷
・
花
巻
や
小
岩
井
農
場
な
ど

は
も
ち
ろ
ん
、
世
界
文
化
遺
産
に
登
録
さ
れ
た
平
泉

な
ど
と
も
既
に
連
携
し
、
盛
岡
市
だ
け
で
な
く
、
北

東
北
全
域
の
広
域
観
光
の
振
興
に
も
さ
ら
に
力
を
入

れ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
」（
谷
藤
市
長
）

　

盛
岡
市
で
は
現
在
、
特
産
品
だ
け
で
な
く
、
ま
ち

を
構
成
す
る
雰
囲
気
、
文
化
遺
産
な
ど
も
含
め
た

都
市
と
し
て
の
暮
ら
し
や
す
さ
な
ど
に
よ
り
選
ば
れ

る
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
た「
盛
岡
ブ
ラ
ン
ド
」の
推

進
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
ま
た
、
盛
岡
の
魅
力
や
価

値
を
市
内
外
に
発
信
し
て
い
く
「
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
」
の
視
点
も
盛
岡
ブ
ラ
ン
ド
の
重
要
な
取
組

と
い
え
そ
う
だ
。

鬼
退
治
の
由
来
あ
る 

さ
ん
さ
踊
り
と
復
興
支
援

　

盛
岡
市
は
今
年
も
例
年
通
り
、
東
北
地
方
の
夏
祭

り
シ
ー
ズ
ン
の
幕
開
け
と
し
て
知
ら
れ
る「
盛
岡
さ
ん

さ
踊
り（
第
37
回
、
８
月
１
日
〜
４
日
）」で
大
い
に
盛

り
上
が
っ
た
。
報
道
に
よ
る
と
こ
の
４
日
間
の
観
客

は
１
３
６
万
５
０
０
０
人
。
昨
年
よ
り
６
万
人
以
上

上
回
る
過
去
最
高
を
記
録
し
た
そ
う
だ（
踊
り
の
参
加

者
は
４
日
間
で
２
５
６
団
体
、
３
万
４
５
０
０
人
）。

　

取
材
で
盛
岡
市
を
訪
れ
た
の
は
、
さ
ん
さ
踊
り
本

番
の
約
２
週
間
前
だ
っ
た
が
、
夕
刻
が
近
づ
く
と
市

内
各
所
で
老
若
男
女
が
太
鼓
を
手
に
歩
く
姿
が
見
ら

れ
、
広
場
で
は
実
際
、
小
学
生
チ
ー
ム
が
熱
心
に
練

習
す
る
風
景
を
見
る
こ
と
も
で
き
た
。
イ
ベ
ン
ト
と

盛岡市民が燃える真夏の風物詩「さんさ踊り」（ミスさんさ踊り）

盛岡さんさ実行委員会（会長・谷藤市長）主催の和太鼓同時演奏で見事、２度目の世界記
録達成（今年６月）

つなぎ温泉近くにある「盛岡手づくり村」には地場産品、盛岡ブランドが
いっぱい
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盛岡市　市 政 ル ポ

（岩手県）

し
て
の
「
盛
岡
さ
ん
さ
踊
り
」
の
歴
史
は
40
年
に
満
た

な
い
が
、「
さ
ん
さ
踊
り
」そ
の
も
の
は
江
戸
時
代
か
ら

盛
岡
の
人
々
に
親
し
ま
れ
、
地
域
ご
と
に
少
し
ず
つ
個

性
の
違
う
「
さ
ん
さ
踊
り
」
が
伝
え
ら
れ
て
き
た
と
い

う
。
こ
の
よ
う
に
も
は
や
盛
岡
市
民
の
血
肉
と
化
し

て
い
る
か
の
よ
う
な
さ
ん
さ
踊
り
に
は
、
も
と
も
と
鬼

の
退
散
を
喜
ん
だ
里
人
の
踊
り
と
い
う
意
味
が
あ
る
。

　

坂
上
田
村
麻
呂
の
故
事
を
持
つ
東
北
地
方
の
夏
祭

り
に
は
青
森
県
の
ね
ぶ
た（
ね
ぷ
た
）な
ど
鬼
退
治
の

要
素
の
濃
厚
な
も
の
が
少
な
く
な
い
が
、
平
成
23
年

３
月
11
日
の
東
日
本
大
震
災
以
降
、
東
北
地
方
の
祭

り
に
は
災
厄
の
退
散
を
願
う
思
い
が
よ
り
一
層
、
濃

厚
に
な
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

内
陸
部
に
位
置
す
る
盛
岡
市
は
沿
岸
の
市
町
村
に

比
べ
、
直
接
的
な
被
害
は
少
な
か
っ
た
と
は
い
う
も

の
の
、
震
災
の
記
憶
は
今
も
な
お
市
民
の
間
に
生
々

し
く
残
っ
て
い
る
。

　

ま
た
盛
岡
市
内
に
は
今
も
１
４
０
０
人
以
上
の
被

災
者
（
ほ
と
ん
ど
は
沿
岸
部
の
方
々
）
が
故
郷
を
離

れ
て
暮
ら
し
て
い
る
。
盛
岡
市
で
は
、
震
災
直
後
か

ら
沿
岸
市
町
村
へ
の
復
興
支
援
と
し
て
、
避
難
所
の

運
営
支
援
等
の
た
め
の
短
期
の
職
員
派
遣
や
被
災
市

町
村
の
行
政
機
能
回
復
の
た
め
の
中
・
長
期
の
職
員

派
遣
な
ど
を
行
っ
て
き
た
が
、
そ
の
う
ち
中
・
長
期

の
職
員
派
遣
で
は
、
延
べ
１
１
１
人
（
平
成
26
年
度

は
延
べ
23
人
）
が
沿
岸
８
市
町
村
に
派
遣
さ
れ
、
復

興
支
援
に
従
事
し
て
い
る
。
今
回
の
取
材
で
は
「
も

り
お
か
復
興
支
援
セ
ン
タ
ー
」
を
訪
問
し
、
被
災
者

の
方
々
の
暮
ら
し
ぶ
り
の
一
端
を
教
え
て
い
た
だ
い

た
。
避
難
生
活
も
３
年
目
を
過
ぎ
る
と
個
人
差
は
あ

る
に
せ
よ
、
心
身
に
蓄
積
す
る
ス
ト
レ
ス
に
は
や
は

り
大
変
な
も
の
が
あ
る
よ
う
だ
。
復
興
支
援
セ
ン

タ
ー
で
は
そ
う
し
た
人
々
へ
の
心
の
ケ
ア
の
た
め
、

事
あ
る
ご
と
に
訪
問
活
動
を
実
施
し
て
い
る
。

　
「
盛
岡
市
で
は
震
災
が
発
生
し
て
以
来
沿
岸
被
災

地
か
ら
避
難
し
て
き
た
被
災
者
の
支
援
に
努
め
て
き

ま
し
た
。
そ
う
し
た
被
災
者
の
交
流
拠
点
お
よ
び
支

援
活
動
の
拠
点
施
設
と
し
て
『
も
り
お
か
復
興
支
援

セ
ン
タ
ー
』
を
開
設
し
、
今
も
活
用
し
て
い
た
だ
い

て
お
り
ま
す
。
ま
た
被
災
地
か
ら
進
学
の
た
め
転
入

し
て
く
る
学
生
を
受
け
入
れ
る
学
生
寮
、
復
興
支
援

団
体
の
シ
ェ
ア
オ
フ
ィ
ス
、
遠
隔
地
か
ら
来
る
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
宿
泊
施
設
な
ど
を
合
わ
せ
た
複
合
的
拠

点
施
設
と
し
て
『
も
り
お
か
復
興
推
進
し
ぇ
あ
ハ
ー

ト
村
』
を
開
設
し
、
現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。
そ
の

ほ
か
、
考
え
ら
れ
る
範
囲
の
支
援
は
す
べ
て
行
っ
て

ま
い
り
ま
し
た
が
、
被
災
者

や
被
災
地
へ
の
き
め
細
か
な

支
援
に
は
も
ち
ろ
ん
、
今

後
、
よ
り
一
層
、
力
を
入
れ

て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
」（
谷
藤
市
長
）

　

も
り
お
か
復
興
支
援
セ
ン

タ
ー
で
は
、
被
災
者
に
雑
巾

を
縫
っ
て
も
ら
っ
て
買
い
取

る「
紡
ぎ
サ
ロ
ン
」や
、
み
ん

な
で
集
っ
て
お
茶
を
飲
み

な
が
ら
し
ゃ
べ
り
合
う
「
お

茶
っ
こ
飲
み
会
」、
ミ
ニ
コ

ン
サ
ー
ト
な
ど
多
彩
な
活
動

を
行
い
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
不
足
に
な
り
が

ち
な
避
難
生
活
へ
の
側
面
支
援（
ケ
ア
）も
実
施
し
て

い
る
。
盛
岡
市
は
さ
ら
に
「
市
民
に
よ
る
提
案
型
復

興
推
進
事
業
」
を
実
施
す
る
な
ど
、
市
民
協
働
に
よ

る
復
興
支
援
活
動
も
盛
ん
だ
。

　
「
北
東
北
の
中
核
都
市
と
し
て
当
然
の
役
割
」（
谷

藤
市
長
）
と
は
い
え
、
盛
岡
市
の
こ
う
し
た
幅
広
く

き
め
細
か
な
活
動
は
、
今
も
続
く
東
北
地
方
全
体
の

復
興
活
動
に
お
い
て
心
身
と
も
に
大
き
な
推
進
力
に

な
っ
て
い
る
と
い
え
る
。

　

こ
れ
ま
で
見
て
き
た
よ
う
に
、
盛
岡
市
の
実
践
す

る
事
業
に
は
、
ジ
ャ
ン
ル
の
別
を
超
え
て
、
中
核
都

市
と
し
て
の
自
覚
が
端
々
に
み
な
ぎ
っ
て
い
る
。
現

代
に
お
け
る
広
域
圏
の
在
り
方
を
、
い
ろ
い
ろ
な
意

味
で
、
改
め
て
考
え
さ
せ
ら
れ
る
取
材
だ
っ
た
。

（
取
材
・
文　

遠
藤
隆
／
取
材
日 

平
成
26
年
７
月
15
日
）

「もりおか復興支援センター」に集う被災者の皆さん（上）と、センター前
に並ぶそれぞれの出身地を記した復興支援の幟（下）

43 市政 SEPTEMBER 2014


